
達成値 評価 達成値 評価

教科書の内容
を理解し、活
用問題も解くこ
とができる。

① 個々の児童の躓きを分析
し、組織的な指導・支援によ
り、それぞれの課題解決を図
る。
② 三次版「授業モデル」や十
日市中学校区オリジナルカリ
キュラムを基に、粟屋授業モ
デルを活用し授業改善を推進
する。
③ 読書ファイルの活用等を通
して、読書活動の充実を図
る。

単元末テスト（算数
科、国語科）で知識及
び技能の学校平均の
正答率70％以上、思
考力・判断力・表現力
等の学校平均の正答
率50％以上。

　　　　　　↓
　　指標変更（9月）
知識技能80％以上
思・判・表70％以上

【国語】
知識技能

104%
思考力
147%

【算数】
知識技能

113%
思考力
131%

A

A

A

A

・目標は達成できていた。
・算数の計算など知識・技能を問う
問題はよくできていた。しかし、思考
力・判断力・表現力を問う問題はよく
なかった。国語の読み取り問題はで
きていたが、漢字や言葉の問題の
正答率が低かった。また、学年に
よってばらつきがあった。

・算数の授業で自分の考えを記述した
り、人に説明するかかわり合いの機会
を増やす。
・基礎的内容を単元に関連して復習す
る。
・複数の資料を読み比べて問題を解く
ような問題に取り組ませる。
・言葉の意味を確認して使ったり、文を
覚える活動に取り組む。
・文章に読み慣れるよう読書活動を充
実させる。

【国語】
知識技能

97％
思考力
112％
【算数】

知識技能
104％
思考力
102％

B

A

A

A

・指標を変更したため達成が難しく
なった児童もいたが、全体としては目
標は達成できた。
・達成率は高いが、個々の児童を見る
と課題がある。
【算数】
〇計算など知識・技能を問う問題
△思考力・判断力・表現力を問う問題
【国語】
〇授業で扱った文章の読み取り
△初見の文章の読み取り

・学年で学習する基礎
的内容に重点的に取り
組ませ、定着を図る。
・算数の授業で自分の
考えを記述したり、人
に説明するかかわり合
いの機会を増やす。
・言葉の意味を丁寧に
おさえ、文章を読んだ
り書いたりする活動に
取り組ませる。

学びの過程や振り
返りを具体的に分
かりやすくノート等
に書いている児童
90％以上。

49% D

学びの過程の達成率は56%、振り返
りは33%であった。学びの過程では、
高学年は100%であったが、低・中学
年においては具体的にイメージでき
ていないためか達成率が低い。振り
返りでは、低学年と高学年は視点に
沿って書こうとしているが、具体的で
はない児童が７割いる。

・高学年のノートをもとに、学びの過程
や振り返りの具体的な記述とはどのよ
うなものかを示す必要がある。
・振り返りの視点を見直す必要がある。
現在取り組んでいるものに加え、算数
科の内容も書かせるようにする。

59% C

・学びの過程の達成率は61%、振り返り
は44%であり、目標は未達成であるが、
いずれも前期より上がった。
・学びの過程では、高学年は前期と変
わらず100%であった。しかし、低・中学
年にあまり変化が見られなかったことか
ら、教員間で指標を共有し、系統的に
指導できるようにする必要がある。
・振り返りでは、視点を具体化したこと
から、高学年の達成率は上がった。し
かし、低・中学年の多くは、具体的では
ない記述や感想に留まっている児童が
５割いる。

・学びの過程や振り返り
の具体的な記述につい
て全体指導する。
・指導者は花丸だけでな
く、肯定的評価をしつつ
具体的に指導する必要
がある。
・学びの過程と振り返り
の指標を教員間で共有
できるよう作成する。

成果物を前期・後期
それぞれ３点以上
作品応募に出品。 102% A

達成率は100%であった。５月から毎
月俳句を応募し、夏休みにも一人２
点以上は取り組ませた。

・引き続き計画的に取り組んでいく。

106% A

・達成率は95%であった。後期も引き
続き俳句の応募を継続し、新聞に掲
載された児童が３名いた。
・科学研究や人権書道展に入選した
児童もいる。

・今年度から俳句に取り
組み、児童にとっても取
り組みやすかったことか
ら、次年度も俳句の応募
に取り組ませる。

非認知能力を育
てる。

① 互いに認め合い、助け合う
集団づくりを進める。
② 挨拶、時間、当番活動等へ
の責任感を高め、評価する。

挨拶、時間の意識、
当番活動、自分や
他者のよさ・頑張り
を認め合って周りに
積極的に関わる児
童を90％以上にす
る。（アンケート）

91% B

・全項目の肯定的な回答をした児童
の割合は82％であった。昨年度の
結果と比較すると時間の意識の項
目のみ肯定的な回答をした児童の
割合が増加している。
・今年度から追加された挨拶の項目
は100％の児童が肯定的な回答をし
ている。児童会が中心となって挨拶
にかかわる取り組みを行った成果で
あると考えられる。

・2学期はスマイルのわの取り組みを行
い、周囲と積極的に関り、よさや頑張り
を認め合うスキルを児童が身に付けら
れるようにする。
・児童会を見習い、自分から挨拶する
習慣づけを行うため、各学級で促して
いく。
・教職員からの肯定的評価を大切にし
ていく。

94% B

・評価するアンケートの７項目中90％以上
を達成した項目は１項目であった。だが、
６月に行ったアンケート結果と比較する
と、数値的には向上傾向にある。特に、
「他者のよさ・認め合い」の項目では、前
回よりも16ポイントの向上が見られるな
ど、「スマイルのわ」の取り組みの成果が
見られた。自己肯定感の項目で、肯定的
な回答をした児童が低かった。自己肯定
感を向上するための場の設定を行う必要
がある。
・挨拶の項目は６月同様、100％の児童が
肯定的な回答をしている。児童会が中心
となって挨拶にかかわる取組を行った成
果が見られる。

・自己肯定感の向上の
ため、全体や各学級に
て、児童の肯定感を上
げる取組（良い所見つ
け・教師からのリフレー
ミング）などを行う。
・児童会中心に、集会
やレクなどを行い、児
童間での会話や遊び
などのやりとりができる
機会を設ける。

基本的生活習
慣の確立と体
力向上を図
る。

① 生活習慣調査を定期的に
行い、保護者と情報共有して
課題の改善を図る。
② 児童の運動への意欲向上
につながる体育科授業改善や
体育的行事、全校での体力つ
くりの取組を計画的に行い、
体力向上を図る。

体力向上自己目標
を設定(体力テスト、
持久走、縄跳び等）
し、自己目標を達成
した児童を90％以
上にする。

65% C

・体力テスト前に自己目標を設定し、
目標を達成した児童は、60％と目標
を大きく下回った。
・運動会直後に計画されていたため
練習が不十分であったことや暑さ対
策により、屋外での運動に規制がか
かったことにより、体力向上を図る
取り組みが不十分であった。

・チャレンジタイムにダンスを行い、楽し
く体を動かす習慣を身に付けさせる。
・グラウンドが土に代わり、活用の幅が
広がったため、外で遊ぶ呼びかけを行
う。
・目標の設定は明確な数値で設定す
る。
・体育科授業の最初に３分間縄跳びを
行う。

22% D

・体力向上の取組が、シャトルランの記録
向上につながるものになっていなかった
ことや自己目標の設定の仕方、取組期間
の短さ、実施時期が感染症の流行や寒
波と重なったことが記録が低迷した要因
と考えられる。
・ダンスに加え、マラソンやリズムジャン
プ、縄跳びを計画し、週に３回楽しくでき
る運動習慣づくりに取り組んだ。
・シャトルランを実施した結果、自己目標
を達成できた児童は20％にとどまった
が、前期に比べて意欲的に体を動かす児
童は増加した。

・体力テスト(シャトルラ
ン)から、取組が直接結
果に結びつくような校
内マラソン大会などを
位置づけた継続的な
運動目標へと見直し、
児童が達成感を得な
がら体力向上を図って
いく必要がある。

教職員の授業
力向上を図
る。

① 年２回以上研究授業を行
う。
② 校外研修や研究会に２回
以上参加し、校内研修や授業
改善に活かす。

職員の校内研修満
足度を100％にす
る。

95% B

・研修での学びが自分の行動化に
つながっているという項目で否定的
回答が見られた。
・限られた職員数で、複数の業務に
あたるため、多忙感を抱えている。

・職員が主体的に研修に臨める体制を
整えていく。
・業務内容の精選、効率化を図り、授
業準備等も含め、児童に向き合う時間
を確保していく。 100% A

・市内の教職員に授業を公開して研修を
行い、幅広く意見をいただいた。その後の
授業改善や今後の研究の見通しをもつこ
とができた。
・暮会の回数を削減したり、校内委員会
の内容を見直したりして、授業準備や児
童に関わる時間の確保に努めた。

・育てたい資質・能力
に向けて、教職員が主
体的に取り組むことが
できる研修体制の構築
と研修内容・方法の工
夫を行う。

児童が安心・
安全に生活で
きる学校環境
の維持、向上
を図る。

①ホームページや通信等で学
校の取組を定期的に発信する
とともに、細やかな家庭連携
を行う。

児童の肯定的評価
を90％以上にする。

102% A

・児童の肯定的評価は92％であっ
た。児童の様子を定期的に交流し、
校内で組織的に対応をしている。
・ホームページでの発信を計画的に
行うことで、情報発信・公開に努め
た。

・児童が安心・安全に生活できるよう、
引き続き職員間・保護者との連携を
図っていく。
・学校の様子や情報をさらに地域に発
信できる方法を工夫する。

106% A

・児童の肯定的評価は96％であった。
・児童や保護者からの声を受け止め
るとともに、継続して様子を見守った
り、面談を行ったりした。

・今後も職員間・保護
者との連携を継続して
いく。
・学校からの情報発信
として、学校だよりを町
内全域に年数回（年度
始めなど）配布する。

確
か
な
学
力

自らの考え
を豊かに表
現すること
ができる児
童を育て
る。

【表現力】

信
頼
さ
れ
る
学
校

児童・保護
者・地域か
ら信頼され
る学校経営
を行う。

評価／　Ａ＝100％以上　　Ｂ＝75％以上100％未満　　Ｃ＝50％以上75％未満　　Ｄ＝50％未満

「確かな学力」について、
読むこと・書くこと・計算
など、基本の力の定着に
係る取組を今後もしっか
りと継続してもらいたいと
の意見をいただいた。
　児童が活字に触れる
機会をより多くもつことが
できるよう、読書活動の
工夫・改善を行っていく。

「豊かな心と健やかな
体」について、体力向上
に向けた取組を継続して
実施してもらいたいとの
意見をいただいた。児童
の体力向上と運動の楽
しさを実感できる取組に
ついて、工夫して実践に
つなげていく。
　本校の児童に限らず、
体が硬い児童が多いこ
とを心配だという意見を
いただいた。継続的な取
組となるよう、計画をして
いく。

「信頼される学校」につ
いて、前向きな学校運営
が適切に行われている
との意見をいただいた。
今後も、地域・保護者と
のつながりを基本とした
取組を工夫・改善を行い
ながら実施していく。

豊
か
な
心
と
健
や
か
な
体

他者の気持
ちを想像し、
自分んお気
持ちと折り
合いをつ
け、他者も
自分も幸せ
にする行動
が進んでで
きる児童を
育てる。
【主体性】
【共感力】

「確かな学力」について、
基礎・基本の力の定着を
図ってもらいたいとの意
見をいただいた。
　評価指標について、高
学年と低学年で設定値を
変えてもよいのではない
かとの意見もいただい
た。目標に向けた取組・
改善方策を確実に実施
する。

「豊かな心と健やかな
体」について、自己肯定
感がさらに高まるよう、一
人ひとりへの取組に対す
る評価や支援が、今後も
丁寧に継続してほしいと
の意見をいただいた。日
常的な児童への肯定的
評価、学級活動や道徳
の学習を通して、自他を
尊重できる児童の育成
に努めていく。
　児童に体力をつけても
らいたいとの意見をいた
だいた。体力テストの結
果分析をもとに、後期か
らの体力つくりの取組を
生活健康部を中心に計
画・実施予定である。目
標達成に向けて取り組ん
でいく。

「信頼される学校」につい
て、学校として意欲的に
取り組んでいる姿勢がう
かがえるとの意見をいた
だいた。今後、地域との
関わりをどのようにもって
いけるか、対話をしなが
ら進めていく。

自分の考えを
相手に伝わる
ように工夫して
発表したり、書
いたりすること
ができる。

1月分析 1月改善方策 学校関係者評価を受けて中期経営
目標

８月 １月

自己評価

① かかわり合いながら学ぶ
場、自分の考えを伝え合う場
を確保し、主体的な学びを深
め、表現力を高める。
② 持続的な学びに繋がるよ
う、授業のまとめや振り返りを
書かせる。
③ 成果物出品により自己肯
定感を高め、表現することへ
の自信と意欲を高める。

令和7年度　学校評価自己評価表　三次市立粟屋小学校

経営目標
短期経営

目標
具体的な取組・方策 評価指標

自己評価

8月分析 8月改善方策 学校関係者評価を受けて


